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作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 19
・入居期間が長くな
ると家族の関わりが
薄くなっている。

・連絡を蜜に行い必要
に応じて参加を促し考
えていく。

2 26
・他からの意見の聞
き取り、反映に努力
が必要である。

・意見の聞き取り（場
の検討）。意見交換。
必要に応じたモンタリ
ング。

3 33

・本人、家族の希望
があっても、希望の
終末ケアができな
い。

・主治医との関係作
り。段階に応じた細か
な関係者との調整。体
制作りの確認。

4 2
・交流は増えている
が何かの形で貢献し
ていきたい。

・地域との積極的なか
かわり。専門的部分で
の発信。行事等の計
画、実施。

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

６ヶ月程度

・希望に沿って安心した終
末期ケアができる。

６ヶ月程度

目　　　　標

・家族、知人等と関係を保
つこ事ができ心身等も一緒
に考えていける。

ひだまりの家 こもれび

平成　26年　4月　28日

目標達成に
要する期間

３～６ヶ月
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注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

・専門性をもって地域への
貢献ができ交流を続ける。

１年

・いろいろな関係者の意見
を取り入れ利用者にとって
よりよい計画が作れる。


